
ふれあいの里とばた　入居受入要件

介護・看護体制 特　　養 ケアハウス グループホーム

鼻腔栄養 × × ×

瘻管栄養 ○ × ×

気管切開 × × ×

吸　　引 緊急・突発的な対応は可 × ×

インシュリン注射
○

(7:30～18:30)
自己注射 ×

褥　　瘡 ○ ○ ○

透　　析 × × ×

導　　尿 夜間不可・男性不可 自己導尿 ×

留置カテーテル ○ × ×

ストーマ ○ 自己管理 ×

在宅酸素 ○ ○ ×

点　　滴 × × ×

疼痛管理
医師の処方による内服薬また
は、坐薬

医師の処方による内服薬また
は、坐薬

医師の処方による内服薬また
は、坐薬

精神疾患

専門的治療を受けており安定期
にあること。また、入居後も継
続的治療を受けること。
※面接結果を踏まえ、受け入れ
を検討します。

比較的軽度で、専門的治療を受
けており安定期にあること。ま
た、入居後も継続的治療を受け
ること。
※面接結果を踏まえ、受け入れ
を検討します。

専門的治療を受けており安定期
にあること。また、入居後も継
続的治療を受けること。
※面接結果を踏まえ、受け入れ
を検討します。

認知症

当施設設備の範囲で対応でき、
重度認知症については、専門的
治療を継続的に受けること。
※面接結果を踏まえ、受け入れ
を検討します。

（特定施設）見守り・部分的な
介助で共同生活ができること。
（一般）介護保険の在宅サービ
スを利用し、自立して生活でき
ること。
※面接結果を踏まえ、受け入れ
を検討します。

当施設設備の範囲で対応でき、
重度認知症については、専門的
治療を継続的に受けること。
※面接結果を踏まえ、受け入れ
を検討します。

ＡＤＬ等 日常的に介助を必要とする方。

（特定施設）見守り・一部介助
により移乗できること。補助具
等を利用し、自立して移動でき
ること。
個室で安全な生活を送れる方。

見守り・一部介助により移乗で
きること。補助具等を利用し、
自立して移動できること。

平成29年3月更新


